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研究成果の概要（和文）：　本研究では、サトウキビ由来の糖蜜を利用するバイオエタノール生産からの廃液を、微生
物燃料電池で利用するシステム構築を目的とした。その糖蜜廃液は、色度が極めて高く、メラノイジンと推定される高
分子物質が存在した。微生物燃料電池は、まず曝気による酸素供給をする二槽式セルを用いた。長期間発電し続け、45
日間での電気量は0.04Ahであった。また、曝気を行わない一槽式セルも、二槽式セルと遜色ない発電量であった。pHに
ついては、pH 5以下になると極端に発電量が低下した。
　以上、得られた知見を用いることで、糖蜜廃液を用いた微生物燃料電池の連続運転が可能であることがわかった。

研究成果の概要（英文）：  The aim of this study is to make a system of microbial fuel cells using waste wa
ter from a manufacture of bioethanol by molasses of sugarcane. The waste water of molasses has extremely h
igh chromaticity and high-molecular substance, which is assume to be melanoidin.  First of all, a standard
 two-chamber MFC was made, and oxygen for cathode was supplied by aeration. It generated electricity for a
 long time, and its electricity was 0.04Ah for 45 days. In addition, a one-chamber MFC of air-cathode, whi
ch does not need areation, generated electricity as much as the two-chamber MFC.  About the effect of pH, 
electricity was extremely decreased under pH 5.   
   The result of this study shows the possibility to use the waste water of molasses as a source of energy
 for MFC continuously.
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様 式

１．研究開始当初の背景
1.1. 糖蜜廃液について
 バイオマスからのエネルギー回収の
法として、サトウキビ由来の糖蜜を利用する
バイオエタノール生産が行われている。一方、
残渣として多量の有機物を含む廃水が発生
する。
 この有機廃水もエネルギーとして利用す
ることができれば、エネルギー回収がさらに
高まり、かつ廃棄物の減少になる。
 
1.2. 微生物燃料電池について
 燃料電池自動車がつくられるなど、
ンなエネルギーとして、
高まっている。燃料電池では、エネルギー源
として、水素ガスなどが電子を供給する物質
として使用される。その代わりに微生物が有
機物を分解して得られる電子を利用するの
が微生物燃料電池であり、最近、注目をあび
ている。
  
２．研究の目的
 バイオエタノール精製後の糖蜜廃液が、微
生物燃料電池のエネルギー源となれば、廃水
処理とエネルギーの供給を同時に行うこと
になり、一石二鳥である。よって、
の特性を把握し、微生物燃料電池の新
ムを構築
 
３．研究の方法
3.1. 糖蜜廃液
(1)基礎的特性
 糖蜜廃液の基礎特性を調べるために、
COD
験方法に
(2)有機物質の特性
 存在する高分子化合物を把握するために、
分子量分布や酵素活性を調査
 
3.2. 微生物燃料電池
(1) 実験
 正極水槽（
と正極と同じ要領の負極水槽の間をプロト
ン透過膜
負極水槽に蒸留水約
溶かした溶液を使用した
水を約
生物燃料電池を二槽式曝気セルと呼ぶ
参照）
を 使 用し
(15cm×10cm
繊維(
トシート
間変化を測定し
料を示す
 
(2) 実験
 実験
極(15cm×10cm)
生物膜が付着しているものを使用した
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いた微生物燃料電池の連続運転が可能であ
り、安定した発電が継続できると、発電効率
および処理効率が高まることが示唆された。 
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